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竜川河口周辺の4 ヶ所の領域600 ～ 700㎞2での
アスペリティ境界面を挟んだ上下のプレート内領
域で、地震数は1.5 ～ 3倍に増加し、その他の領域
では5～8割程度に減少していたことをつきとめた。
　また、一般に地下のプレート間が滑ると地表に
ゆがみが生じ、膨張や収縮が発生するとされてい
る。松村研究参事は地震活動変化に基づいた推定
アスペリティ 4 ヶ所のスリップベクトルなどを、
気象研MICAP-G注3）を用いたモデルに組み入れて
解析した面積歪パターン図（図表2）を求めたと
ころ、図表１とほぼ一致した。このことから、地
殻変動と地震活動という独立した観測結果より、
4ヶ所のアスペリティの存在が裏付けられた。
　アスペリティ周辺に予知状況監視をより集中さ
せることにより、東海地震の効果的な防災対策を行
う上でより実践的な道筋を示すことが期待される。
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図表１　GPSデータ解析図
注１：全国の大学の地殻変動研究者で構成された
組織
注２：地震動を伴わないゆっくりとした地殻変動
注３：気象研究所が開発した地殻変動解析ソフト
ウェア
提供：（独）防災科学技術研究所
松村研究参事が地震活動変化から推定したアスペリティと
浜名湖北西部のスロースリップ（表紙カラー図参照）
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図表２　気象研MICAP-G解析図
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